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平成27年度同窓会行事を顧みて
東京電機大学中学・高等学校同窓会　会長　渡　辺　幸　久

卒業生の皆様におかれま
しては、平素より同窓会活
動に多大なご協力を頂き厚
く御礼申し上げます。
始め皆様に言卜報の報告を
させていただきます。平成
27年10月当同窓会の会計
監査を担当されておりまし
た田中秀定さんが逝去され
ました。(享年69歳)ここ
に謹んでお悔やみ申し上げ

たいと思います。

さて平成27年度は幹事と先生方とのコミュ
ニケーションをより一層図るために軸足を母校

がある東小金井キャンパスに置くことを命題と
し同窓会組織を改変し常設委員会(総務、広報、
クラス会促進、経理)を設置、常設委員会の委
員長には副会長に就任いただくことにより役割
分担を明確にして各行事に取り組む体制といた
しました。

このような背景の下、平成27年度の同窓会
行事を振返りますと、5月に第56回総会を東
小金井キャンパス(小ホール)において51名
の卒業生の参加をいただき開催し、平成26年
度事業報告、決算報告、平成27年度事業計画、
予算案、役員承認案が審議され賛成多数で承認
可決されました。
総会後カフェテリア(食堂)において学校
側主催の卒業生招待会が開催され、会場はあぶ

れるほど大勢の卒業生が参加、在学中お世話に
なった先生方と楽しく懇談されておりました。
9月には母校の文化祭「武蔵野祭」に「だん
わ室」を開設し、卒業生に母校を訪れる機会を
提供させていただき、訪れた卒業生は昔懐かし
い先生方や仲間との旧交を温めておりました。
Il月には毎年恒例となっております「クラ
ス委員・教職員・幹事他との懇談会」を東小金
井キャンパスにおいて開催しました。懇談会で
は出席者との活発な意見交換がなされ、今後の
同窓会運営に有意義なご意見を多数いただきま
した。これらのご意見を今後の同窓会運営の参
考にさせていただきたいと思っております。
12月には「校外宿泊幹事会」を箱根強羅の
国民宿舎「箱根太陽荘」にて開催いたしました。
会議では「クラス委員・教職員・幹事他との懇
談会」の反省を中心に、参与の方々にも参加い
ただき、楽しいクラス会を開催していただくた
めの実施項目について検討しました。その後の
懇親会では参与の方々とより一層交流を深める
ことができました。

以上が27年度の主な行事の実施状況であり
ますが、実施に当たり卒業生の皆様には不行き
届きの点が多々あったかと思いますがお許しい
ただきたいと思います。

歴史ある母校がより一層の発展を遂げてい
くためには卒業生の協力は何より重要でありま
す。今後とも同窓会に積極的なご支援、ご協力
をお願いいたしましてご挨拶といたします。

教育の質的転換期に「5つの力」を
東京電機大学中学校・高等学校　学校長　大久保　靖

同窓生のみなさまには、
日頃本校の教育活動にご支
援ご協力をいただきまして
まことにありがとうござい

ます。平成27年4月より

校長に就任いたしました。
どうぞよろしくお願い申し

上げます。
私は昭和58(1983)年

に本校に奉職以来、社会科
教員として教壇に立ち、高校3回、中学2回の
卒業クラスを担任いたしました。生徒との授業
や学級・課外活動などを通じて、多くのことを

学び経験することができました。
現在、我が国と世界は大きな変革期にありま
す。明治以来の日本の教育のあり方も質的転換
が求められています。本校の教育内容もこの数
年で大きく変わることが予想されます。
しかしながら「人間らしく生きる」という本

校の教育理念は何ら変わることはありません。
むしろ、これからの時代こそ、「人間らしく生

きる」ことの意味を考え実践していく生き方が

求められていくものと確信しております。
ところで変革期の社会を生き抜くために必要
な資質や能力は何でしょうか?
私たちはどんな時代・社会にあっても豊かで
幸せな人生を送るためには、「視野の広さ」、「冒
険心」、「専門性」、「共感」、「向上心」の「5つ
の力」を持つことが必要であると考えました。

中高時代にこうしたマインドを育成するため
に、平成28年度から総合学習の一環として学
年横断型の課題探求学習「TDU　4D-しa
b」を開始すべく準備を進めております。
これは共通の興味・関心を持つ中2から高2
の生徒たちの小グループが自分達でテーマを設
定し、正解のない課題に対して協働しながら研
究を進めていくという試みです。
このように生徒たちが心豊かで幸福な人生を
送ることができるよう全教職員一丸となって教
育活動に邁進する所存です。
同窓生のみなさまには、重ねてご支援ご協
力をお願いして就任の挨拶とさせていただきま
す。
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後輩に期待する
(一社)東京電機大学校友会　理事長　松　尾　隆　徳

東京電機大学中学校・高等
学校の生徒の皆さん、こん
にちは!　昨年(平成27年
6月に)校友会理事長に就
任した松尾隆徳です。
昭和40年3月、大学電気
工学科を卒業、以来、出身
地の名古屋で会社経営を50
年行っております。東京電
機大学で学んだお陰で、今

日の人生があります。感謝・感謝です。

昨年の晩秋、小金井の中学・高等学校を訪れ
ました。私は昭和36年・37年当時の大学小
金井寮の寮生でありました。当時の小金井は関
東ローム層の赤い砂塵が吹き滞り、雨が降れば
ぬかるみ、そんな中を武蔵境の駅から神田へ通
学しました。(東小金井駅はなかった。)
大学の神田校舎は大学と電高(当時デンコウ
と呼んだ。)が同居し、大学生と言えども、新
米一年生は、古株の電高三年生には廊下をゆす
るような雰囲気もありました。私の卒業時には、
グランドがあった小石川に電高校舎が移転し、
神田校舎の雰囲気が大きく変った話憶がありま
す。今では都下でも有数な進学校、男女共学と
なり、すぼらしいの一言です。

勉強・学びは死ぬまで続きます。生涯学習の
時代です。学校で学んだことは、知識として皆
さんの頭に残り、実社会に出てからは世間の荒
波に洗われ、智恵に進化し身に付きます。社会

を良くし、皆さんを幸せにするのが智恵と思っ
てください。智恵がなければ、社会の発展はあ
りません。そして皆さん一人ひとりの努力がな
ければ知識から智恵への進化は起りません。い
つに皆さんの努力です。

実学となって智恵は活かされます。「技術は
人なり」は初代学長の丹羽保次郎先生の教えで
す。校訓「人間らしく生きる」は智恵の発露に
他なりません。

自分のことは自分でする。分からぬことは人
に教えを請い、自分のものにする。出来るまで
やり続ける、最後の一人になるまでやり続ける。
完成した姿を頭に描き、朗らかな気分で正面か
らぶつかり続ける。気づいた時、さっと行い、
先送りにしない。にっこり笑って、エイと一声、
かけ声勇ましくぶつかってゆく。運命は自分で
切り開くもの、境遇も自分でつくるもの。すべ
て、自分の努力で解決できることばかり、やれ
ば出来るのです。

卒業後は大学に進学、もう大人です。
「一人ひとりが自己について知り、確かな知

識を身につけ、将来についてしっかりした考え
を持ち、自らの人生に強い一歩を踏み出して下
さい。」(前校長向芝先生の言葉)
自立した人生を創りましょう。世のため人の
ためになる人生を送りましょう。
21世紀の新しい日本を創造する若い芽がま
さに、今、小金井の地から生まれました。!

創　設　明治42年(1909年)10月21日

正会員数　28ノア与与人(平成27年5月1日現在)

所在地　東京都足立区千住旭町与番

1・会員に対して　　　擾方

(1)卒業生を対象とした支援

e県支部総会・講演会等の開催支援

eクラス会、クラブOB会援助

●見学会の開催など

(2)広報

O「工学情報」の発行

●「校友会のしおり」の発行

eホームページ

(3)その他の会員サービス

e学園との連絡窓口

●法律・特許の相談窓口

●大学出版局の書籍割引販売

e宿泊協定施設の紹介
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奪ん寒害蜜を

2.学園との連携活動

e学校法人東京電機大学サポート募金への協力

3.在学生に対して

㊧「校友会奨学金」の貸与

e就職活動の支援

㊦「K」」(在学生向就職特集号)の発行

㊧学園祭、体育祭への支援

㊧クラブ活動への支援

㊧入学式・卒業式への記念品贈呈

4.、社会への活動

e著名人による講演会の開催

e科学技術に係る講演会などの圏饉

●会員構成
1.正会員

2.準会員

3.在学会員

4.特別会員等
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が流行り、レコード大賞はジュディ・オングの
「魅せられて」。大平総理の政権下、経済成長率

は5.1%、全上場企業の経常利益が史上最高を

記録するをど、1977年から1990年まで続く、
ハイテク景気からバブル景気に渡る、日本の安

定成長の初期にあたります。

今思えば、電高生の私は、そんな流行歌に
は耳もかさず、社会情勢には全く興味なく、電

気工学、電磁気学、電気・電子回路、シーケン
ス回路、発送配電、電動機、発電機、そして

少々異色を電気工事実習などを黙々と学んで
いました。``情熱的’’でも無いしく`淡々と’’で

もありません。“黙々と学んでいた’’が、当時

の私の心持をしっくりと表現できます。ちな

みに、この原稿を書くための当時を振り返る
ネットサーフィンの中で、心がピクッと動いた

1979年の出来事は、「NECから8BitのCPU(H

PD780.Z80A互換)を搭載したPC-8001が

発売された」でした。話が逸れてしまいますが
PC-8001の頃は、OSと言う概念は無く、電源

ONでN-BASICというインタプリターが立ち上

がります。隔世の感が強いのは、PCとしての

基本スペックはもちろんですが、それ以上に外

部記憶装置がオーディオカセットテープだった

事でしょうか。

圏シチズンマシナリー株式会社
私が勤めているシチズンマシナリー株式会社
の概要をお話させていただきます。この会社は、

時計メーカーのシチズン時計(株)と同じく、
シチズンホールディングス(株)を親会社とし、

CNC自動旋盤を主な製品とするシチズングルー

プの一員です。2015年現在、資本金26億5,125

万円、従業員数650人(グループ連結1,630名)、

海外子会社9社、国内子会社1社(十資本参加

シチズンマシナリーU持書画各国∴∴∴∴シシロムミヤノアジアき-ルス田田鶴∴∴∴∴加膿みヌシシンさん00
イ章リス■プット轟一〆　　　　　　　　　　　　タイーIc′うク　　　　　　　　　　　　　　　　　　アメリカ・二審-グ書-ジー.

イリノイ.カlフ8んこア

シチズン▼シプリ-ヨ一〇かく田　　シチズンチャイナブリうつロンマシナリー田回
書イブ・エスリンケン　　　　　　　　　　　　　　傭・上着・霊東館

日本の工作機械(シチズンの工場・拠点)

4社)、2014年度の連結売上高517億円)と

いう規模感です。

日本の工作機械の生産金額高は、中国の
14,042百万ドルに次ぐ第2位で10,650百万

ドル、3位はドイツで9,200百万ドル。2006

年までは、日本-ドイツー中国の順でしたが、
その後、リーマンショック直後には、中国-ド

4

イツー日本となる時期もありました。現在でも、

数は中国が優位ですが、技術・品質は日独が優
位であ二ることは間違いありません。
このような工作機械業界の中でシチズンマシ

ナリーの売上高517億円(2014年度)は、日

本の切削型工作機械の約4.2%、その内の横型

CNC旋盤では約22.2%となっています。日本

のCNC自動旋盤は、世界の約90%を占めます

が、シチズンマシナリーはその約35%を占め

世界トップシェアーを誇っています。

国シチズンのCNC自動旋盤の活躍

⊂師部m　　　　　　　伽拘間
○○　　　臆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-　　　　　　　　　臆　　　　　　　　臆

‾‾‾　三園臆二二二二　三〇二二二二二　‾

シチズンのCNC自動旋盤の活躍

ここで、シチズンマシナリーの主力製品であ

るCNC自動旋盤についてお話をしましょう。

CNC自動旋盤はNC旋盤の仲間です。NC旋

盤は、供給する材料の種類で2つ分けることが
できます。一つは、棒材加工機(バーワークマ

シン)、もう一つは、素形材加工機(チャック

ワークマシン)。一般的に、このバーワークマ

シンをCNC自動旋盤と呼びます。シチズンの
バーワークマシンは、直径およそ0.6-64mm

X長さおよそ1-4mの棒状の材料の先端部分

を、求められる形状に切削加工して1つの部品
を完成し離します。その後、新たにできた先端

部分を加工することを繰り返して、次々と連続
して「金太郎飴」のように部品を生産します。

その加工精度は数Hmを追及する事ができ、複

数の刃物を複合的に使用して自由曲面を含む複
雑な形状を作り出すことができます。CNC自

動旋盤の実物を見ると「工作機械」と言うより
は「精巧なロボット」として説明した方が良い

かも知れません。

CNC自動旋盤は、どのようを部品作りで活

躍しているのでしょうか?
シチズンのCNC自動旋盤は、2011年にシ

チズンの工作機械事業部門・Cincomと、(株)

ミヤノ・Miyanoが合併したことで2つのルー

ツを持っています。Cincomは、腕時計用の微

小かつ精密な部品を大量に生産するために、シ
チズン時計の社内機として生まれ、1970年代
には、世界で初めて自動旋盤にNC装置を搭載

したD16を開発し社外へ販売するようにをり
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修理の仕方も開発し蓄積しています。切削加工

技術のようなアナログで技能的な技術の蓄積に
は、それ相応の時間と努力が必要です。そして、

蓄積したアナログ的な技術を最新のインター
ネットにのせて世界中のお客様の情報端末や機

械に配信できるようにします。そして、それと

亡二二コ

MiyanoABX64

は逆に、機械の状況をネットにのせて収集・蓄

積してビックデータ化し、新たなソリューショ

ンを開発し配信する。そんな革新的な工作機械

の世界を創造しようとしています。これこそが

alkapplysolutionです。

冒自らが、新たなステージを創る
alkapplysolutionという新規事業がどこまで

拡大し成功できるのかは未知数です。でも成功

するか否かは別にして、サラリーマンも終盤に
さしかかった55歳の今、もしかすると、後輩

たちを迎えることのできる新たをステージを創
る仕事に就いるのは、本当に幸せなことです。
きっと、誰かの支援を受け、私の身に付いたパ

スポートを誰かが見て、歩みを進めさせてくれ

ているに違いありません。その誰かに感謝しな

くてはなりません。

国いつ身に付き、誰が見ている?
40年を振り返ると、その時代々で、お世話

になった方々のお名前と姿が、次々とまさに走

馬灯のように浮かんできます。私は、55歳に
なった今でも、今現在の何が糧になり、誰から
の支援が将来に対して有効なのか?そんをこと

判りません。逆に言えば、将来の私にとって、
何が無駄をのかも判りません。なぜ、思い出に
は、涙が出るほど感謝の気持ちが持てるのに、

今のことは判らないのでしょうね。

国電高
飯田橋の交差点にある大きな歩道橋を後楽
園遊園地方面に渡ると、直ぐ右に交番、キッチ
ン南海を横目で見ながら、職安のあたりを左に

折れて、右側の小石川後楽園の入り口の少し先
の左側に電高はありました。校門を入ってすぐ

右横に守衛所。その隣に小さな犬小屋があり電
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高太郎が住んでいます。太郎は犬なのにいつも

黒々とした眉毛があります。おそらくマジック
で描かれていたのでしょう。2階建ての体育館
の前を通って、数段の階段を上がると校舎の玄

関です。ちなみに電機学校もこの小石川校舎を
使っていました。現在、皆さんが通っている小
金井キャンパスに高校が移転したのは1992年

と聞きますから小石川校舎もそのころに歴史を

閉じたのでしょう。
``1巳l“つまり、1年生・電気科・1組の電高

生として1年を過ごし、2年生に在る始業式の
日だったか、もう少し早いタイミングだったの

か記憶が定かではありません。玄関前の数段の

階段の上に、1Elの担任だった宮崎登先生が
立っています。「柳平くん、チョット。君は今

日から2組だから、2組の教室に行って。」と

突然告げられ、田上光治先生が担任をしてくだ
さる2E2の生活がスタートします。なぜか、時々

このできごとを思い出します。担任で倫理を教

えてくださった田上先生も一昨年2014年に故

人となられたと聞き残念でなりません。もう一

度お目にかかりたかった。
今、私の手元には、1979年の卒業アルバム
があります。当時の先生方ご一同の写真。お一

人おひとりのお

顔、お名前、教科、

教室・実験室で
の光景の全てが

繋がり蘇ります。
当時の電高は、
電気科、電子科、
機械科の工業高
校の課程と普通
科が併設されて、
もちろん男子高。

私は電気科でし
たので、ガス溶

接、丙種危険物
取扱者、電気工
事士、高圧電気　　　　MiyanoABX64の

工事士、そしてい　　　機械の内部構造

わゆる電検3種と呼ばれる第3種電気主任技術
者と多くの資格を取得させていただきました。
電気工事士の取得には、実技試験がありました

から、校舎の裏手にある工事実習の施設で、受

験日が近づくと、高橋源八先生の指導の下、日々

本当の電気工事さながらの実習を行ったことを
思い出します。特に、合格率数%、高校生にとっ
ては超難関とされ、当時は論文形式の試験だっ

た電検3種の合格は私の誇りですし、現在でも
色々なことに挑戦しようとする時に、自信を持

とうとする強い心に繋がっています。受験前の

放課後には、宮崎先生を中心に多くの先生が、
受験科目毎にみっちりと補習を行ってください
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先生市の遁況

卒業生の皆様方から、現役を引退された先生方が、その後どうされ

ているか近況を知りたいという要望が多く寄せられ、特集してみまし

た。紙面の関係で今回2人の先生方に近況を語っていただきました。

京都五山のひとつ曹洞宗大本山東福寺は東山

区と伏見区の接する辺りにあります。

方丈の庫裡を入って右手の小さな庭に立ち並

ぶ大小七つの石柱は北斗七星を表すそうです。

左手に大きく広がる庭に敷き詰められた白砂の

大海には蓬莱、清洲、壷梁、方丈の四神仙島を

表す大きな石が置かれています。塀は奥への遠

近を強調するよう次第に低くなっているといい

ます。その奥の築山は京都五山です。廊下を右

に折れた庭では刈り

込まれた皐が大きな

市松模様を作ってい

ます。さらに回り込

んだ庭も市松模様で

す。方丈の北側にあ

たるこの庭の石と苔

の作る幾何学模様

は、石が奥に向かっ

てまるで苔の緑に溶

け込むように配置さ

れていました。

東福寺本坊庭園に

は枯山水に融合され

た現代性が強く感じ

斎が逝ったのは鳳凰図を残した翌年のことでし

た。

長野電鉄小布施駅から祭屋台のある北斎館へ

は十分、そこから岩松院へは夏の日盛りを三十

分歩きました。
ロダン作品の鋳造は全部で十二体までとさ

れ、地獄の門は七体しかありません。その最

初の一体が国立西洋美術館のものです。地獄

の門は非常に大きな作品です。鋳造には多くの

北斎を訪ね「おぶせ」にて

られました。造園家重森三玲初期の傑作です。

信州小布施に門弟の高井鴻山をはじめて訪ね

たとき、葛飾北斎はすでに八十三という高齢で

した。その後も三度訪れた小布施に北斎は四面

の祭屋台天井画を残しました。東町の龍と鳳凰、

上町の男波と女波です。波涛の渦巻き状の構図

に無限の彼方に収叙する広大無辺な宇宙を感じ

ました。

曹洞宗梅洞山岩松院。本堂の天井には八方睨

みの鳳凰が描かれています。二十一畳ある極彩

色の鳳凰図。八十九歳のどこにこの力があった

のでしょうか。天我をして五年の命を保たしめ

ば真正の画工となるを得べし、北斎が死に際し

て残した言葉には未だ森羅万象を描き尽くして

はいなこいという執念が感じられます。その強さ

がこの巨大な肉筆画に結実したのでしょう。北
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困難を伴います。ロ

ダンの生前には実現

しませんでした。石

膏像のままであっ

た地獄の門の鋳造を

初めて依頼したの

は松方幸次郎です。
一九二〇年代のこと

でした。六休日の鋳

造は一九九〇年に始

まりました。完成に

は三年かかりまし

た。七〇年の時の隔

たりは作品の表現に

現れているのだろう

か。静岡県立美術館を訪れてみました。そこに

最新の技術で鋳造された地獄の門があるからで

す。

長く学校の管理運営に携わってきましたが、

四月に教壇に戻りました。しかし十三年の空白

は埋めがたく若い先生方の教育手法に触発され

ながらの毎日です。生徒の成長に終わりがない

ように、教員のあり方にも完成はありえません。

生徒にとっても教員にとっても、教育は未完の

営為です。生涯一教員、この気持ちを忘れたく

はないものです。

管理運営と教育活動、それぞれの責任の重さ

を天秤に掛けることはできませんが、それでも、

ほんの少し軽く承ったと感じる心のゆとりが、

あちこちへと好きな作品を見る旅に向かわせて

いるこの頃です。
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学園だより(中学校)
‾　‾　‾ぐうで雲ワ一　　一　‾二二二二二“‾　　　’‾播こう‾

醐金華瞳塗合瞳遺徳謡醐傘ヂ
生徒たちは、様々な行事に積極的に参加し、社会性、人間性を高めるため、
先生方と一緒になって努力しています。

中2　高水三山

中3　春の見学会　浅草仲兄世が粋です

申2　英語合宿　メインロードを歩む

申1野川公園　これが全員です

中1河口湖フィールドセンター　ガイドツアーです

中3　修学旅行　夢殿

全校　体育祭後の集合写真
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ウ　ラ　ブ●　縮　れ

水　　泳　　部

今年も楽しい夏が終わってしまい悲しい

日々を送っている水泳部です。部員数は中学

生が12名、高校生は10名で活動をしており

ます。現在の高校生は3年生が多いため卒業

をしてしまう　と部

員数が減ってしま
いますが、代わり

に中学生の部員が

増えてきま　した。

部活動は1年を通
じて活動していま

すが、基本は泳ぎ

なので夏期の活動
が中心となり、毎

年夏が来るのを心
待ちにして冬を過

を超えることが多くなり、練習中水の中に居

ながらのぼせてしまう　く　らいです。そんな日

もあれば、気温が下がるとすぐに水温も下が

り、シーズン始めや雨の日は水温が200Cにも

満たない日が多く

ごしています。例

年5月の連休前にプール掃除を行い連休明け
から泳ぎはじめ、最後の大会が行われる10月

初旬までのおよそ5ヶ月間、屋上のプールで

水泳練習を行います。特に夏休み中は8月下

句に大会が行われるため、お盆期間中を含め
ほぼ毎日練習を行います。ここ数年は暑い日

が多く、屋上のプールであるため水温が300C

あります。部活動

としては、沢山は

泳がなくても、寒

くても暑くてもど

んなときでも必ず

泳ぐようにしてお

ります。

水泳は個人競
技であるため、一

人でも練習ができ
る種目です。自分

自身が無理だと思

えばそこが限界でもあり、できると信じて練

習すれば大きく成長することもできます。最

後は自分自身と戦う苦しい競技であり、負け

ない心を鍛えることが重要です。また一人で

行う競技であるからこそ部員同士の関係が大

切であり、少数ながらも部員同士が強く繋が

りあうようにしています。

茶　　道　　部

茶道愛好会は現在、高校生一名、中学生
十二名の計十三名で、月曜と土曜の週二回活
動しております。今年入部したばかりの中学
生がほとんどであるため、文化祭までは高校
三年生たちも、受験
勉強の合間を縫って
後輩の指導にあたっ
てくれました。最初
は慣れない足さばき

や不伏紗の扱いに手こ

ずっていた中学生
も、文化祭でなんと
かお客様の前に立て
るほどに成長しまし
た。浴衣の着付けも
練習し、全員が自分
で着られるようにな

りました。

緊張している姿が初々しく、お点前をする生
徒も、陰点てやお菓子運びをする生徒も、そ
れぞれの役目を懸命に務めました。また茶道

愛好会を創設された前顧問の中村清孝先生を

さて、文化祭では
浴衣を着て、生徒のお点前で来てくださった
方々をおもてなししました。高校三年生にとっ
ては最後の文化祭です。三年間、あるいは六

年間の部活動の集大成として、それぞれが心
をこめてお点前を披露しました。中学生は

慕って、多くのOB・

O Gが和室を訪れ、
さながら同窓会のよ

うでした。
この春で頼りにな

る先輩たちが卒業し
てしまいますが、中

学生が中心となり、
例年通りの文化祭発
表が行えるよう日々
稽古に励んでおりま
す。決まった動作を

覚えるだけでなく、

道具を大切に扱うこ
とや、一つ一つの所作

を丁寧に行うことなどを大切にしながら、今
後も活動していきたいと思います。

本校文化祭に足をお運びの際は、ぜひ和室
にもお立ち寄りください。部員一同お待ちし

ております。
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伝えるための画力やより良い空間について考

え、表現することばかりに必死で、時間を消費

する日々でした。学生のうちにしかできない、

たくさんの思考や経験は得られました。しか

し、建築学科を卒業したと誇れるほどの知識を

持ち合わせていないように感じました。これは、

当学科が六年一貫教育を唱っていたこともある

と思います。これから社会人になり過ごす長い

時間を見据えれば、きっとこの二年間が自分に

とって大切な時間になるだろうと考えるように

なり、二級建築士の資格を取得することを目標

とし勉強をするために大学院への進学を決意し

ました。

大学院建築学専攻の活動内容
大学院に進学をし、一番大きく違ったことは、

たくさんの時間を得たことでした。学部生の頃

は、必修で組まれたカリキュラムをこなすこと

で一週間のスケジュールが埋まっていました。

かれています。意匠系では学部と同様に設計を

中心に行い、様々な条件下での設計経験を積む
ことで、:建築のデザインカを鍛え、設計に至る

までのプロセス等の思考力を鍛えています。構

造系では建物が倒れないためにかかる荷重を分

析したり、またその力を利用して新しい形の建

築を生み出すことに挑戦しています。環境系で
は決適な生活を送るため、建築に関わる空気や

音、光について調査・分析を行ったり、それら

をコントロールする技術を学んでいます。そし

て私の所属する計画系では、より良い空間につ

いて数値的に分析し、未来の建築デザインにお

いて有益な知見を得るために研究を中心に行っ

ています。私はこの計画系の中でも、街路景観

やランドスケープ等の外部空間や、住宅や美術

館・博物館等の建築を対象に、空間計画・建築

計画・都市計画に対する研究を心理評価を主に

用いて行っている、建築・都市空間研究室に所

属をしました。主な研究室の活動内容は研究の

研究室のメンバーたちと中国で行われた国際学会EBRAに参加

対して大学院の生活というものは、必修という

時間の縛りがありませんでした。学部生の頃に

していた徹夜もほとんどしなくなり快適な学生

生活を送ることができましたが、これは院の二

年間が自分次第で価値のある時間にも無価値な

ものにもなり得るということでした。

東京電機大学の建築学科の研究室は、意匠・
構造・環境・計画の大きく四つのジャンルに分

14

ための調査・分析で、年に一度建築学会が主催

する大会での研究成果の発表と、国際学会への

参加にも挑戦しています。

研究内容と研究室での活動内容
現在、大学院では「座観式庭園における空間

認知特性と印象の研究」を行っています。簡単
に言うと、人々が景色を眺め描いた景色と、実



9丁

¥叫q些立間日田泌寸4エベロ∠⑦乙圃〔薫¥乙

正二培一日一考/呼二　〇阜芸長く　工C二男妻藷謹白胸

千葉製¥の古「⊂一子〔へ工「弓明襲諸々卓二芝〔↑ユ

叫受話敏圭一典籍垂一世淫主宰¥立、⑦やをl本年闇つり

輩軽喜市割東軍⑦東軍埠多識の千二?VIJ¥利

子1(-4ゝ∴㌣∠「セVIJ O羊「軍「専用年季つり

1(「4〉∴ィ。∠「セVIJ学理手鞠幽立曲目里の

宣引つり軸⑦車一千割　○羊「掌〔ユC二身重鵜櫓や

二年峠護薫ゝ/ペコニ時日臨単¥〉埠引立、和義境地

叩尋くり¥/1I喜多と<∠鵜セ∀1「

○羊「葦の単二~葛日

華長平¥長主将　二をエコ雛老荘学長立γ嘉子

γ喜子き牛島目¥匂貸主、敬藁葺/呼子の濃つり国有憩

二王二を¥判⑦牟〔〔へ子馬と豪馨国　○羊「拳長⊇{諸子

二を上蔀・告立繋葛¥諸学「ユ聞擬を〔へ子亜隈二

塞親告¥苗灘　○孝∵1掌
/呼都連エ1小へ老母嘗う

〔牛孝C二電工艶目⑦尊目
¥のギつり革¥「〔↑単利裏一

割〔↑革妄ユニ!百二嘉を〔へ

工C二辞γミ　〉羊玄関軸
¥諸学「立{髭単や二時日中

勅や二時日出製。孝∵1羊

「轡善昨⑦羊C二義還鴎

奪二生年(↑¥さ牛⑦牟学長

エ「世怒土手、多湿、日日
¥ユ〔へ工乙蜜〉長さ仁子哩

因学長エ〔へ難事_葦、告判

型因親善¥「羊⊂二昨革
〔へエ(今期〉「Yユγ革

型園長畳ま　○羊/主著の

¥学芸　○羊「拳の華子甑惑革重曹㌣十千二∵乏」」べ

きべみ孝と十王土中C二二琵抱⑦主軸を琵抱⑦尊

目¥子賽帝京をマ妻エ〔C二二輯盟を回せ務寵章

国¥土中革γ玄　○羊「手　管沌牡さぞを草々鮮

筆立、イ(/ムベ〔〔へ弓誘罷¥のq葦童や刀に凄工江本ぞ

離要韓国　○阜工学こて牛「擬や工手判子二〔妻妾

べきべん年とレ主立蓑話エ〔へこニー影抱⑦罵目
¥γ乞与や写生　二王二辞ユニ圭二を曇マ妻ニ⑦尊目つり

一々と宰○羊「拳中主僻耳⑦敏活⑦-耳目¥ミ年王

立、⑦孝C二く牛革引立、翼型手性話革γ、脅¥皐耳　○阜

正章宝等醒⑦叢l羊「岬奪ニーV甘言日章嘉翔国学

1亮印影王国申立、「¥//〆⑦葦輩出¥割宣告
○孝「軍兵主よ年子二を上沼善妻哲狙⑦帝

目、マ妻妾/呂べ人年と子工つり難曲やエ「塵つり

剖爵引立一挙繋⑦喜子⑦事二千豹、信孝〉車詑認

撃旺り千二上製立、埋Y¥立へ中上単二毒凝固¥ミ牛羊

「ユ〔↑却こてへ製立、

i章地理キ聞出「薫蛋牽蕾世辞詳Y

て牛C一斉∵種重富やらし′Y秀〔つり

甑控遥善⑦海ニ¥「母卓号⊃-博嘉呼子γ革　○羊「

善呼「績つ憎合間より1才《劣ぞ主軸¥の　〉C二要∠二十(/

を{↑子¥(↑革で生へ判ユ㊥連立、軍を阜勘耳¥ぅ昨

二去　○孝「芸責C二子中二一之色別⑦罵白雲エコ生年

機′泌劉整理　C二昆¥昨〔乞詳⑦羊乙詳国利配車圃

⑦ゝ握耶堤嘉⑦‡ヲ目　○王立{う〔牛耳C二く牛革匂昨呼や

助　○耳∵「葦∵「〒)影卦妄閣老輩享藷盤〉¥/芝王朝、告

つは籍控博嘉¥㌔-葦　○玉章〔生身唾・峠護目脂立、開封

草色諌二は鰭控訴二割著親告〇五¥甑蛙博嘉〔

曲老濃噌引立甑控訴一¥土工仁王⊂∴単二-剥硯二

手は灘蛙　○′Y車掌　箸雄と/山王昨「詞「つり古刹

灘を¥の管主、親豪壁画利男圭蒙⑦工務寵敬二　○羊

「掌中ユ⊂二±クや難聴駒津⑦工務寵機二羊C二箸や

圭一朝日⑦軍曹⑦秦報謝¥立_巷談軸国子影抱

猫潤の¥′干講読鶴二

〇孝∵主著妄言」笠干上二をベラ亀

昨‡チ妻の量子責纂¥「麗姿七寛農薬立へ申⑦暑岬

奪⑦/亡べ定年一客と工黒牛Y里⑦Y-壬影抱囲

子二重嬰妻豊国の

草笛⑦艶遷削王寺

曲　学羊「叩宅工の雌
l　っ?軸⑦百事圃娃嘉

/○羊「ユ⑦やを阜謹
選影掛のギ肇繋〔
貢∴土木工色事致¥妄立、岬

宅裏一平田唾雑報掘

古土、掌若輩抱⑦業
三井・猪澄子て年寄秦
¥引写二幸⑦孝二右務寵

こ平目　○学1掌/=昨

季当主浩/巨/㍉ふみ
一々と普土呂嘉鞠

国学良平豊玉、国中
¥判つ惇日⑦二百酋一千

割¥「回≡老輩繋⑦背甜影埋立、寺平羊1才i空身
立一号嘉誘覆車日¥〔↑農つり腫異⑦喜怒抱や、砕
○孝∵l葦(主導つり尊皇鞘やユキ¥羊は二学長ユ轡二対

玄誘罷玄白⑦γ宝〉キュー鞠善¥〉単土工は㍗㌢官

主茸宣告迎春二¥ミ年上拳〔へ三や千㌔一昨口紅,首一割

閏旦　○学「拳責エC二男婁畢離¥高〕雷〔妻曹つり国勢

浮揚固⑦吉車十圃⑦国号¥立_拳日吉そ昨立田姫嘉
○主著〔へユ乙些毒草陛1才禦つり翔善¥つり輩軽要図蟄

近間珂⑦国勢こ平日雲上畢畢〉多諸州辞弔羊乙畔

詳二二は二を卒去鵜¥ェ〔へ灘の略妻弔′菖ユ現を

狙う昨輩早¥婁「官営」(D二¥判ユ境地宗
○王立へ琵蝿受

阜兜地　利C二宮妻⑦食を阜煎着や土中⑦三割劫⑦去
○玉章1才畔澄子を白土C二埠酋叫と叫を食管′馨を

〔へエ「轄澄¥〔へ要項と1ゼ玄別海出し辞泌Y¥$

エ〔へ王宮妻弔′営農国立、Y⑦礁欝　○主著　呼諸子

ニ芝王の羊1亮喜糞婆妻灘睨つり⑦牟〉腫¥信孝母

型萎玄能皆草⑦⑦　⊂二耳目¥つり長子羊や胴老母菖
¥却マ圃　○王立、境地⑦エ〔へ⊂一二一〔へ蜜⑦官営⑦湖



最後の一目でプレゼンテーションと講評が行わ

れるというものです。出される課題に対し、一

日で答えを出すというのは体力的にも大変なも

のでしたが、なにより、それを初めて会う他大

学の院生とチームになって行うというのが精神

的にも大変でした。私たちのチームは五人で形

成されていて、人見知りの人が多いグループで

した。相手の実力や能力、性格、思考が分から

ない中で、様子を伺いながら自分の意見を言う
ことはとても緊張しました。しかしそれも、良

いものを提案したいという気持ちが私たちを一

つにし、気づいた時には熱い想いを討論しなが

らチームワークが形成されていました。違う環

境で学んできた人達と話すことで、普段は自分
では絶対に思いつかないような考えが聞けまし

た。せっかくだから私達ならではの不思議な提

案をしよう、これが私達の結論になりました。

本の背表紙と小口を使用し、大空間を仕切った

大学図書館の提案は久米設計賞を受賞すること

ができました。写真は仲間と祝杯をあげている

様子です。参加後は従来とはまた違った視点で
ものを見られるようになったと同時に、集団に

おいての自分の立ち位置についても理解するこ

とができ、後の就職活動においても役立つもの

になりました。

この二年間で自分は大きく成長したと感じて

います。人に伝えるプレゼンカ、様々な視点か

ら見る思考力、色々な場所に出向き肌で感じた

経験は自分に大きな自信を与えてくれました。

中高生の思い出
二十四年の記憶の中でも、中高生の六年間は

私の記憶の半分を占めていると思います。部活

で苦しかった筋トレ、放課後ベランダから眺め

ていた校庭、友人と喧嘩した更衣室、くだらな

いことで笑い転げていたカフェテリア…。行事

ごとも、何でもない日々も、私にとっては大切

な宝物です。

東京電機大学の中高生は真面目で、団

結力が強かった記憶があります。球技大
会や体育祭では皆で朝練と昼練をしたり
して、運動音痴の私には少し苦しかった

です。特に、高校二年生のときに開催さ

れた合唱祭は、今でも友人と語り合うほ

ど強い記憶に残っています。私達のクラ

スは歌が上手ではなかったけれど、負け

ず嫌いな気持ちと強い団結力がありまし

た。例にもれず朝練、昼練、放課後練を

毎日がむしゃらにしました。熱くなりす

ぎる故にぶつかることもありました。真

面目な子も、ギャルも、静かな子も、運

動部も、皆が一つの歌を全力で歌う練習
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は、とても異様で楽しく、クラスの皆のことが

より好きになりました。合唱祭当日は、練習し

てきたことを上手にできるかという緊張と、舞

台の上で一つになる楽しさと、今日で終わって

しまう寂しさで気持ちがいっぱいでした。

学校行事は一見将来の役に立たなさそうで、

なんでこんなことするのかな、めんどうだなと

感じたこともありました。でも、行事のほとん

どは高校を卒業したら経験できず、とても刺激

的なものであったことに気づきました。また、

達成感や頑張った記憶は、苦難を乗り越える上
で大きな助けにもなりました。

先日、用事があり四年ぶりに高校を訪問しま

した。そこには変わらなく迎えてくれた恩師達

の姿がありました。担任であった先生も、そう

でなかった先生も、それぞれが私の名前を覚え

ていて下さり、私との思い出話をしてくだきり

ました。些細なことでしたが、自分はとても温

かい場所で、愛情をこめて育てていただいたこ

とを改めて実感しました。

大学・大学院生時代、様々なことに悩み壁に
ぶつかってきました。その時にいつも支えてく

れたのは小・中・高校時代の友人です。小・中・

高校生時代の友人は、全く違う夢を持ち、全く

別の世界で頑張っていて、大学以降にできた友

人と大きく違います。同じ目的を持っていると

友人でありライバルにもなりますが、違う世界

で頑張る友人は純粋に自分を応援し励ましてく

れます。また、全く違う視点から意見をくれて
ハツとさせてくれることもありました。

自分の東京電機大学中高校生時代を振り返

り、人に恵まれて生きてきたことを強く感じて

います。東京電機大学は素敵な人で溢れている

と思います。学生時代の思い出は、蹟いた自分

を支えてくれました。ここに改めて、自分に関

わってくださった恩師、友人共々に深く感謝申

し上げます。

体育館で行われた球技大会



平成 26 年度　事業報告 平成 27 年度　事業計画

1.　<<共通総務関係>>
[1-1] 同窓会総会の開催【5 月 17 日千住キャンバスにて、54 名

出席】
[1-2] 武蔵野祭『だんわ室』の開設・運営【9月 20,21 日】
[1-3] 校外宿泊研修会の開催【10 月 18,19 日、栃木県日光市川治

温泉にて】
[1-4] 新会員に同窓会活動について PR 説明【H27 年 3 月 7 日卒

業祝賀会にて】
[1-5] 在学会員活動の奨励『武蔵野祭・中学体育祭・高校体育祭・

クラブ活動合唱祭』等
[1-6] 同窓会幹事の発掘【南　吉洋新幹事、西浦猛士新幹事の 2

名登用】
[1-7] 入学記念品として、キーホルダーを贈呈【4 月 7 日、中・

高入学式にて】
[1-8] 卒業記念品として、証書鋏みの贈呈【H27 年 3 月高校、中

学卒業式にて】
2.　<<朋友・しおり委員会>>
[2-1] 今年度「朋友」は、タブロイド版新聞の形式で、3 月 6 日

に発行しました。配布は、中学・高校の在校生 ( 新卒業生・
入学生を含む ) と、同窓会会員 (S17 ～ S44 年度卒 )5,000
名に発送。

[2-2]「校友会のしおり」は、従来の活動内容を伝えるコンセプ
トから、今年度より校友会が親しみやすく豊かな人間関係
を築くことを主にしたデザイン・内容に。

3.　<<クラス会促進委員会>>
[3-1] クラス委員名簿の充実とメンテナンスの継続を図る。
[3-2] クラス委員不在のクラスに選任を働きかけクラス会を促す。
[3-3] 現在のクラス委員の方の再確認を行う。
[3-4] クラス会を開催されたクラスの名簿の収集等を行う。
[3-5] IT 委員長と検討し、クラス会の開催手続き等をホームペー

ジから可能とした。
[3-6] クラス会、クラブ OB 会の開催時には、1クラス 10,000 円

補助と学園の近況などの情報が提供出来るよう校友会との
連携強化を図り行う。

4.　<<業務 I T 委員会 >>
[4-1] 中高同窓会ホームページのメンテナンス。
[4-2] ホームページから「クラス会開催申込み」サイトを作成。
[4-3] 昨年に引き続きワードの講習会開催。
[4-4] 同窓会誌「朋友」の掲載。
5.　<<ワーキング・グループ>>
　1）会長により選出されたメンバーによる会合。
　2）中高他団体 (PTA、クラブ活動後援会等 )との交流。
　3）宿泊研修会やクラス委員等懇談会懇親会にて話し合う。
・活動により得られた情報 (ご意見より )
　1）現在の中高の実情を幹事・役員の方々に知って頂く。
　2）現役の生徒や先生方に同窓会への理解を深めてもらう。
　3）『東京電機大学』色の強い同窓会を『中高』独自の同窓会

にする。
・新規事業 WG『答申』
　1）高同窓会幹事会等を中学・高等学校 ( 東小金井 ) で行うべ

きである。
　2）クラス会開催時の補助金支給条件を再検討する事が望ましい。
　3）同窓生と現役教員、在校生との交流を図る必要がある。
・今後の展開
　1) 各項目に関連する委員会に委嘱する。
　2) ワーキンググループなので、今年度でグループを解散する。

1.　<<共通総務関連>>
[1-1] 同窓会総会の開催【平成 27 年５月】

[1-2] 武蔵野祭『だんわ室』の開設・運営【平成 27 年９月】

[1-3] 校外宿泊研修会の開催

[1-4] 新会員に同窓会活動について説明【H28 年 3 月】

[1-5] 在学会員活動の奨励『武蔵野祭・中学体育祭・高校体育祭・

クラブ活動合唱祭』等

[1-6] 同窓会幹事の発掘【クラス会開催時に援助金と一緒にお願いする】

[1-7] 入学記念品として、キーホルダーを贈呈【平成 27 年 4 月】

[1-8] 卒業記念品として、証書鋏みの贈呈【H28 年 3 月】

　※新規事業
[1-9]各会合配布資料の会合関係者への事前配布の実施
[1-10] 各開催準備作業の定型化を行う

2.　<<経理委員会関連>>
平成 27 年度より新設された委員会である。今年度は、現状

把握から活動を開始する。

[2-1] 予算編成　

　1）必要な経費なのか再度見直す。

[2-2] 予算の執行　

　1）年に一回の決算以外にも活動を行い無駄遣いを省き有意義な活

動には、十分な予算を適宜に割り当てる。

[2-3] 決算　

　1）数値の羅列でなく、わかりやすい決算書を心がける。

3.　<<クラス会促進委員会関連>>
　クラス会促進委員会は、『同窓会の充実とクラス会開催の促

進を図る』事を第一に考え活動しております。卒業生の皆様が

中学・高等学校の仲間と恩師を囲み楽しいクラス会が開催でき

る様支援しています。広報委員会及び、校友会事務局と連携し、

会員からの情報を基に、より多くのクラス会開催を支援するた

め、今年度は下記項目の活動を計画しています。

[3-1] クラス委員名簿の充実とメンテナンスの継続を図る。

[3-2] 校友会と連携しクラス委員不在及びクラス委員辞退者のク

ラスに選任を働きかけクラス会を促す。

[3-3] 現在のクラス委員の方の再確認を行う。

[3-4] クラス会を開催されたクラスの名簿の収集等を行う。

[3-5] あらゆる場面を通じて、クラス会の開催の PR を行う。

　　　（広報会委員会との協力を得る。）

[3-6] クラス会、クラブ OB ／ OG 会の開催時には、1 クラス

15,000 円補助と学園の近況などの情報が提供出来るよう校

友会との連携強化を図り行う。

4.　<<広報委員会関連>>
本年度から「IT 業務委員会」と「朋友、しおり委員会」が

一緒になり、広報委員会と名前が変わります。

[4-1] 中高同窓会ホームページのメンテナンス。

[4-2] 同窓会誌「朋友」（冊子形式）の発行。

[4-3] 校友会しおり委員会への協力。

◉ 23 ページ：「武蔵野祭」＜ 9月 15 日（土）・16 日（日）＞は、＜９月 19 日（土）・20 日（日）＞に訂正。

　　　　　　：総会、懇親会の時間が変更になりました。総会：16 時から、懇親会：17 時 30 分からとなります。
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第690会理事会19：

6：第3回社員総会

23：第692回理事会

21：第693回理事会

19・20武蔵野祭 15：第694回理事会

20：第695回理事会

24：第696回理事会

 1：第697回理事会

23：第12回職域電機会長会

 8：第698回理事会

04：運営委員会18：00～20：00
    千住キャンパス
13：第518回幹事会15：00～17：00
　　小金井キャンパス

12：第519回幹事会15：00～17：00
    小金井キャンパス

05：高校卒業式

19：中学卒業式

17
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クラス委員・教職員・幹事・顧問・参与の懇談会

同窓会活動活発化のため、
同窓会活発化のため、毎年行われている「ク
ラス委員・教職員・幹事・顧問・参与の懇談会」は、

今年も、11月28日(土)、午後3時から約2

時間にわたって、小金井キャンパス第1会議室
で開催され、クラス委員5名、教職員6名、顧問、
参与6名、幹事、会計監査22名、計39名が
出席しました。

○○

会議風景(第一会議室)

日頃、同窓会は会長を
中心に幹事達が運営して
おりますが、幹事以外の
関係する方々と、年に一
度懇談し、活動を報告す
るとともにご意見を拝聴
し、懇親を深める目的で

開催されております。
例年、「どうしたらク

挨拶する渡辺会長　ラス会、クラブOB、OG

会を開催してもらえるか」が主なテーマでした
が、今年は「楽しいクラス会を開催するために
は」と、視点を変えた意見交換会になりました。

それぞれの立場から、例年にない有意義を発

言が多数ありましたが、幹事一同、これらの提
言を今後の活動に生かし、より「クラス会、ク
ラブOB、OG会開催」を促進し、活動の活発
化に取り組んでいきたいと思います。

意見を述べるクラス委員

22

積極的な意見交換が!
提言されたご意見の一部を紹介します。
・クラス会を開催しているクラスは、その都度、

校友会に連絡し、名簿を更新している。
・卒業時の所属クラブ名も名簿に載せ、クラブ

OB、OG会の名簿も整備して欲しい。
・クラス会開催申請はホームページからできる

が、お祝い金の受け取りに北千住まで行くの
が大変だ。
・クラス会メンバーをいくつかのグループに分

け、担当者を決めると連絡がとりやすい。
<先生方からのご意見>
・飲酒の問題があり、高校を卒業して20才ま

では宴会的な『クラス会』は開催しにくく、
きっかけがなかなか出来ないと思う。
・若い時よりも、30才ぐらいになると4へ5

年に一度クラス会が始まるようだ。
・ここ10数年、共学になり、女子が1/3しか

いないので、つまらないようだ。

挨拶する大久保新校長

加藤先生からも貴重な提言

幹事からの意見

校友会常務理事どして挨
拶する向芝前校長

長年クラス会を続けているクラ

ス委員から貴重な意見

ベテラン参与の方達からの貴重な意見



16：00

17：30



委員長:伊　奈　　敬

同窓会の活動を、より多くの同窓生の皆様に知っていただき、
同窓会・母校との関係を深めていただくよう、最新の情報を発信
しております。知り合いの同窓生、クラス会仲間にも、ぜひ、ホー
ムページへのアクセスをお勧めください。学校、大学、校友会へ
もリンクしております。また、同窓会誌「朋友」も、創刊号から
最新号までPDF化し、ご覧頂けるようになっております。

●東京電機大学中学・高等学校同窓会ホームページアドレスhttp://www.tdu-⊂hukodoso.⊂Om

☆重合　〇〇∴↓∴禽∴e∴〇　三令　㊨　肌w′館uくhuk∝暁°・∞調

囲よく見るページ1?hゆ:〃即す岬h∞・∞・・.e郎e筒xを使いこなそうのwめスライス羊れ・i瞬谷すずめサイト

籍醐 丁Eし.03-与之84-5宣40

〇一録社団法人曳東電増大学校友会

学校法大東東電槙大学の東京電∴†㈱い合わせ

細大手中字破、東軍○○大字重　さ

寄学校、東京電機工業学校、

電機第一工党学校、回併殺中学

校、篭槙第二工黛学校、圃併殺

中学校および電機学園霜等学校

卒叢生のすべてが卒纏と同時に

終身会員となります。同窓会の運営は、役員(会長、部会長、会計及び監

査)および幹撃がその運営にあたり、各役員は2年ごとに総会で造出され

ます.総会動朗読姫鱒胎、毅麦誉園子挙鞭聡よ擬諌-ム
ページにてお知らせしております。また繊細の活動状況内容、年間行事予

定およびクラス会開催状況は、その節度本同窓会ホームページ(こ掲載して

おります。

!Fa⊂eb○○kページのご案内

田
F〇〇〇b○○kぐ

鰯生の録数批ラ!

東京電槙大学中学・高等学校同窓会の

Faceb○○kページを立ち上げました.

声aceb〇°kページIな　同窓生のみなきま

とより気軽に交流できることを目指した

スペースです.お気軽くここ利用ください。

i佃は饗宴因

議悪霊呂
i

l輔髄大学佼友会

◎<クラス会eクラブOB/OG会開催に援助金が支給されます>
「クラス会」「クラブOB・OG」会を開催すると、同窓会より年1回、1与,000円が援助金と

して支給されます。また、担任の先生をお呼びすると更に与,000円が支給されます。

ホームページからも申請できますので、ぜひアクセスしてみてください。
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1・3組
電力科・通信科1・2組
計測科・機械科　合同



卒業者教書覧(平成25年率-27年率)

卒業 年次 �高　等　学　校　●ク　ラ　ス 

しl �し2 �し3 �し4 �し5 �し6 �し7 �し8 �し9 �しlO �合計 

H25 �15 �25 �30 �30 �29 �28 �32 �31 �11 �24 �255 

26 �12 �23 �36 �34 �33 �13 �27 �33 �32 � �243 

27 �7 �26 �34 �31 �31 �30 �10 �23 �30 �29 �25l 

合計 (累計) � � � � � � � � � � �749 (13,936) 

卒業 年次 �中　学　校　ク　ラ　ス ������合　計 

A �B �C �D �B �F 

H25 �34 �33 �33 �33 �34 � �167 

26 �32 �32 �34 �32 �32 � �162 

27 �30 �30 �31 �30 �31 �31 �183 

合計 (累計) � � � � � � �512 (1,950) 

●学校・学科・卒業年次別担任・クラス委員題覧(平成25年率~27年率)

/、臆」_′1諒: ���� � �一言’;喜’ � � �一首∴　;三二料三 ��∴,」 � � � � 

年次十 ���� � � �:∴」∴∴ �し/ � �′　し∴ �し6 �∴し:: �し8 �∴i∴: �:しlO 

樺山　裕子 �影山　大 �山内　雄司 �金岡　克倫 ��大塩　博美 �八百屋尚志 �内山　真司 �山田　朋美 

一H25、‾ ���� � �久保　直樹 �飯田　有果 �片山　夏波 �久保　香織 ��秋山　将大 �原田　弘平 �榎並京次郎 �酒葉　健 

眞守　慶 �鈴木　洋志 �軽部　昌容 �多賀富士子 ��諸澤　幹人 �山中　勇成 �小林彩菜恵 �吉田　香織 

士道 ���� � �高橋　成弥 �池田　巧 �河野　吉伸 �米山　　裕 ��幸治　茂弘 ��深谷　哲弘 �北園　桂子 � 

二2午イ ��ク 丁零 ��云 � �石月哩咲子 �野田　裕太 �後藤　沙苗 �松平　頼知 ��増田　峻太 ��藤下　大知 �高波　郁美 �}’-¥ 1●ヽゝ 

守屋　翔平 �松崎　史也 �徳田　　綾 �小田川　照 ��安田　直弥 ��嶋田　圭汰 �山田　憲汰 

松永　航平 �柴山　恵美 �陰山　稔 �八百屋尚志 ��宮本　軍書 �山住　直政 ��山崎　晴康 �阿部　苗美 

二2テ � �� � �渡辺　松平 �吉成　泰生 �鈴木　彩花 �秋山　駿 ��高村　康 �藤野　加奈 ��笹　詩絵里 �桑原　知也 

鴻池　春奈 �石田　翼 �高森　軒佑 �菊池　慶樹 ��青山　達郎 �常山　美穂 ��宮原　華人 �服部　哲大 

喜臆 �� � � � � � � � � � 

牛 �� � � � � � � � � � 

〃 �� � � � � � � � � � 

竹内　宙明 �山本　将也 �市川麻紀子 �山崎　武光 � 
‾　疋田　康之 

′H25く一 �� � �貞 �委 � � � � � � 

賛藤　　周 �松下　佳世 �吉澤　　稔 �中田　和樹 �加藤　　学 � 幸 � �蟹・ 

三で �琴 � � � � � � 

∴∴27 �� � � � �小松　寛明 �堀内　厚平 �樋田　　毅 �横谷　和樹 �横田　美月 �深見　雅子 

※中学校は平成24年度(H25,3卒)より、選出を中止。

★平成24年までのデータは、中・高同窓会ホームページをご覧ください。
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L乙

〇割

幽玄茅屋繋首等俄考⑦丁国軍善⑦素凝、選善
、考1〒〉諺韓安富等推考1未熟¥ノ喜平

灘聾、工1;?叢重く↑1推⑦寺澤国の鋳拍車・ 。身怒尋(剥脱継㈲)鶉葛宮窪と生々園丁第・
。剥幽玄等重囲詐郵船働、筈理

事国0§寺遷国土つ潮害笥轢、工坪業要害灘・

。動議,,勘⑦若芽,Iこぼ食要害電∠-「lイ・

o葛隷単碗要務署寺澤国「I維押勝腫・

o亡[捌つ慢悲⑦鶉暑若車も⑦園丁第・
。勘闇寺滋⑦雌主寺乾期」(里中・

。智賦課舞姫鞠背中、寺澤四囲噺図曲射士・

o芝王朝幽玄腫割

等登、単鴻安部閏等登等電∠-「しイ立案灘・

ogY母野国雄曹寺Y立田鞘老輩親王@雌・
Og上身悲喜鶉署等邁馴居留雄築鰭・
。曾球♀濫漫毒筆護等影回教里匂

噂等普致　〇割闇正宗柴融合鞠平安善報耳帽・
。割幽玄写Y醇蓮華怒・
Og球手鞠土

田00L`9L工1〒)拷掛萩軍港老輩凹のギ乾宙・
Og円く↑鞠つ梱

宙のギ緒・寺普翰牽蜂蜜⑦耳盗寺澤国乾草・

(葺田寺葛劃回生平日)・ ○可塑圃雌世業エ・

。鞘閣議猫主寺乾推、工海難

里勤〕煩う呼号猪翰嘉霊堂〕標識図萱草・

(剖聞寺平草堂4左轟く了iゼ)・
○工孫避雷鄭二燭叩哲子∨尚話中・

。宮上単海手、博嘗聾、樽主審
、樽雑蕩猷↑討つ増税蔀避里凝⑦遡嘉義堂・
。単潰匝ぜ諜轟尋致乾草二様弱国単車・
。寛畜妻種別草、暫熟睡稚腫母・

○些索

要害肇怒影拙、工1;)動軍部里機業費男娼草
(蓑繋増日生-)

○±魔王つ慨基軸草堂尋前半等理事国09二割昌
。単整つ樹影趨里凝義塾別革Ⅹ

o螺准子猫京薫堂京平劉蔓草当夜芳醇
〇割乾湿鰯幡

灘控訴一歌碑軽、哩貴重孫割増濫甑萱 。弔聯樵藻工二・-鵠雛基
o淫堆

他製品。曾遊千載京島豊国嘉灘基、工「勘吉
雄猪嘉業工二第四、〇第瀞墨の千二悟狸致妄

(勒溺卓猫’⊥謡鞠劃二聞普・菅平)
o盈謹言狸嘉諜工二

第劉菖剖「眉、螺梯子致嘉諜工一第雛蟄脅暑効
(耗降車鯨某古平)

(怒鳴確乎(冊凋)普再漁乙鵠) 0〉忌

要諦鵠⑦蝦臨塑・姑田富。整地玄(皆兜⑦効
嘉義堂)貌京菜工撒基嘗逆ら千二鳴致嘉業善

(再話劫章9乙"乙)

笹弾薬墨書畠等言N O孝(今上⊂遊

男妾葛巻窯で慨皆つ憎窯灘草津ⅩHN。g叫
言出澄州入関f営襲聾劃聾灘茜淫浬致東灘基

〇着野寺塑梨半の千二悌撃草堂闇
o淫帽独善緻萱を智

正乾包⑦乾京島堂上⊂千二I帝帯些事堕"田町

百L

百ウ畢(6ウ地軸)ウL6し

車(0ウ哩軸)§96し

轡e　車(6e地軸)ウ96し

昌乙

轡し　辛(ウe□主軸)696し

昌0し車(eS畦軸)8合6し
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昌8　畢(O乙畔却)帥6し

昌ウ　車(6し畦軸)肋6し
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昌8
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1975(昭和50)年7月

1977(昭和52)年6月

1978(昭和53)年6月

1979(昭和54)年6月

1982(昭和57)年6月

11月

12月

1983(昭和58)年6月

8月

1984(昭和59)年6月

7月

10月

1985(昭和60)年

10月

1986(昭和61)年4月

1「月

1987(昭和62)年

1988(昭和63)年　3月

1989(平成元)年5月

1989(平成元)年「1月

199α平成2)年　4月

9月

11月

1991(平成3)年1月

1992(平成4)年　3月

4月

6月

9月

10月

1994(平成6)年11月

12月

・大学理工学部開設と学園創立70周年記念式●

典を鳩山校舎にて挙行。

高等学校創立40周年記念式典を「グランド
パレス』にて挙行。

東京私立中学・高等学校協会第四支部の支部
長校となる。(任期1年)

・学園創立75周年記念式典を『東京プリンス

ホテル」にて挙行。
・小石川i校舎増築工事起工式。

・小石川校舎3号館竣工式。

・機械科の募集、昭和60年より募集停止。

・機械科を電子機械科に改編。
・(科学万博(つくば’85)開幕)

(伊豆大島、三原山206年ぶり大噴火)
第1回卒業生招待会(S17-S30迄)を開催。

母校からの招待者240名出席。
第2回卒業生招待会を後楽園会館で開催
(S31-S40年卒)。

(世界最長、青函トンネル開業)
第3回卒業生招待会を小石川I校舎体育館で開
催(S41-S46年卒)。

アイオワ大学工学部と維薦入学に関する協定
書調印。
(ドイツ、ベルリンの壁崩壊)

高等学校創立50周年、第4回卒業生招待会(全
卒業者)日中友好会館で開催。
工業科を電子電気科、情報科学科に改編。
小金井校舎地鎖祭実施。

(湾岸戦争勃発、ソ連邦消滅宣言)
リ」¥金井校舎建設資金募集開始、目標金額5億

円、期間H3.l.1へH5.12.31。
・小金井キャンパスに高等学校舎竣工。
・文京区小石川校舎から小金井校舎に移転。

新校舎にて授業開始。

・電高祭からTDU武蔵野祭に改称。
・電気科、電子科、電子機械科を廃止。

電機学校廃止。

・東京電機大学中学校設置文部省に申請。

・第2回の全卒者名簿の発行に協力。

・本年度の総会で53・54年度の同窓会の事業と

して、創立40周年記念事業を推進すること
を決議。
・同窓会創立20周年記念と総会を『グランド

パレス」にて挙行。
・高等学校創立40周年記念式典と記念事業に

協力。
・総会後第一工業、第二工業の卒業生を招待、

小石川体育館で懇親会開催。
・第3回全卒者名簿発刊に協力。

・総会後、池谷元校長より「絵についての思い出」

講演、懇親会場にも展示。

・総会後清水元校長「小石川移転の思い出」を

講演、懇親会場に佐藤吉弥先生の絵を展示。

・同窓会25周年記念事業委員会で同窓会小冊

子の発行を目的に編集小委員会を発足。

・「エレクトロニクス先端産業と今後の動向」に

ついてS31卒石川明氏、小石川体育館にて講

演。
・--朋友-’25周年特別号を発行。

・i’朋友iiを同窓会会報として継続発行すること

となり、創刊号発行。
・電高察で「優秀賞」の表彰。

同窓会設立30周年記念講演を卒業生、矢追
純一氏(元日本テレビディレクター)「宇宙人
は実在する!?」を講演。

・小金井新校舎で初めて総会を開催。

・同窓会機関紙“朋友’’をタブロイド版の新聞

形式で編集、送付決定。
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6乙

(とも(く本土田地)勒闇等灘賭事回8ウ第・

(とも!く本土輩等¥の割閏等鞘賭事回Lウ鵠・

o(鞋避単宣曲)謝幽寺島鶉並独白樺⑦のざ事凝・

。壬ん4/寸は!二悟寺軸空合噂雪害馬雪中・

。渓幽ぐ「立Y-平等影四壁・申・

寺曽誓邪↓I築業、§
寺宮窪頚部等Y宅4、乙
写首葦の啓1・普肘、丁

o苫龍雄等雷撃⑦⊂§樫土、首巻　og

敦訓告副署§普ミ訓里の千二僧〕別首等ユニ情報・

。胃離宮写舞曲剖写⑦雌・

○勒幽寺鞘漆国号哲等帽

・吾等(京平・乾豊中・効嘉劉聾)寺澤飽三回ウ鵠・
〇割関ユニ汗習影響」葡薄地、寺鞘灘国号普割里

・哲等喜平・致掌中・致嘉激暑)寺輩出三回§第・
〇百繋写曽養田貴重Y官報・

。玉石4′寸は(二階写譜普¥昨(併合噂哲幸避狸・
。割幽主「秦百回」鮨丁

要害韓漆曲紫罫剥里、苔寺⑦寺澤凪三回Z第・

。身完工

二川(主宰一第睾隷早老等轟睨⑦掌理、効勘幽
主事鷲等硯掌尋等灘等陸島囲0ウ耳怒寺澤飽・

。割闇工剖「罵百回」塵丁要害鞘灘国号普割壁
、雪害⑦(京平・里心・劉東灘菖)寺澤四三園丁第・

。単准部首寺等澄回教嘉義堂・表中・

o狸離牽轢繋⑦可部脚申

、1二子専雛土田⑦輩影玄-一普脚..⑦荘雛閏堆・

準艶つ慢悲⑦鶉葛若叢を寺田8第・

〇(有一半¥「/貌撃)訊問写彰艶事諜立回O丁篤・

○繋磐田部蹄ヰ圭一意義厳島

Y宣誓、ユ1〒)轢製等醒古曲鴇耳殺害影四・

。封抱哲Y網田卓二悟嘉喜平
o封轄日朝富聾卓二悟喜轟等普致
。封離日一叢田園、吾輩記章普狸

。(雄工[鱒堂)割幽寺彰艶事業卒園L丁篤
。濯幽壬/壬∠避叢准洲(コレ6遡叢准

o遡鞠京平臨萄

o動輪調性笥遭つ悟嘉喜平
O封鞘封油単醤灘岬つ怪事轟国東

○剣幕凋勝

半場京樽鴫Ⅹ泌Y生々□∠言○○割前丁乙
日丁§

百§事O乙狛五一日丁目ウ立合丁押立∴臨蛸
出勤S丁　避戦目

○難関等質業垂掌理古風00丁寧鴨

(甜用葛6乙9ユニ焼山蟄)
〇割幽帝掌等理事国0§剖夢等邁凹京平

。朝鮮弼葦劃宗つ簡素京平・

欝蝉
「1(エー多く斗瞥嵩」年子膏∠、□壬耗多軸凹・
。観相寸と壬てこ闇Y笥回9乙鵠コイ壬平日・

o可塑そ(博京樽鵜

劃博嘗曹土塁)慢去管玉闇つ憶エ⑦猪去義堂・

。身索ユニ河(主宰一驚睾

栽呈要害叢睨、孫繋製玄「皆粗⑦薫基層」哲
雄馬¥「/普嘉京平劉碁輩輩工期里勤。割闇工イ(
-車中致単妾前里等理事国09却等辺嘉島萱

○可剖諸費彰胃(博京樽鶴

割博嘗墨士聾)他宗轡上聞二様工⑦動嘉義堂
og呼子責苛草苗致嘉島里・毒申

。曽蝶等理工つ鰭等国雄『田町

准』千曳継母圭⑦雌Y乎日。要素上こう『中三
一幸∠鞠国草堂』要所蛙等理事国06早場国東・

。葛朝日胸、埋▽要撃准告

烏合阜二門単車玄「嘉Y湿整」¥ノ京平、朝昼草・

。壊就曜鞘離艦臆申京平激墨掌輩・
。尊寿Y至喜市喜平絨嘗当輩・

甘9車(8し押立)900乙

轡9

轡S

轡乙車(上し押立)900乙

轡9

昌9

昌S畢(9し婦去)ウ00乙

轡上

目ウ車(合し御玉)800乙

百しし

昌9

昌ウ

昌8車(ウし押立)ZOO乙

甘6

巴L

昌ウ

目し車(9し押立)しOO乙

車(8押立)966し

轡L車(L紳士)966し



10月

2011(平成23)年3月

6月

9月

10月

2012(平成24)年4月

6月

9月

2013(平成25)年4月

6月

10月

12月

20「4(平成26)年2月

4月

5月

8月

10月

12月

2015(平成27)年3月

4月

5月

6月

10月

11月

12月

・学園創立100周年記念式典「日本武道館」に

て挙行(祝賀会「帝国ホテル」にて)

・大学キャンパスを足立区北千住駅東口前に

創設することを決定。

・中学校・高等学校学校長に向芝京太氏就任
・高校創立70周年記念式典、祝賀会

(同窓会50周年、P丁A60周年、後援会30周

年合同開催)

・校友会創立100周年記念式典、祝賀会

「ホテルグランドパレス」にて挙行
"東日本大震災(巨大津波・原発事故)
・校友会理事長に渡辺貞綱氏就任

"大学"校友会「東京千住キャンパス」へ移転

"校友会が一般社団法人に移行

「富士山」世界文化遺産に登録

「和食」世界無形文化遺産に登録

ソチ冬季オリンピック開催
消費税5%→8%に
韓国「セオル号」沈没死者294名

西アフリカ「エボラ出血熱」流行

ノーベル賞日本人3人受賞(青色ダイオード)

北陸新幹線「金沢」開通
・中学校・高等学校学校長に大久保靖氏就任

・校友会理事長に松尾隆徳氏就任

シリア難民問題多発
パリ同時多発テロ発生死者120名題

ノーベル賞日本人2人受賞

・第49回定期総会開催(小金井キャンパス)

・校外幹事会開催　箱根小涌谷「かながた箱根

荘」

・第50回定期総会開催(神田キャンパス)

・第51回定期総会開催(小金井キャンパス)
・同窓会50周年記念式典、祝賀会

(高校創立70周年、P丁A60周年、後援会30

周年合同開催)

・第52回定期総会開催(神田キャンパス最後)
・武蔵野祭で第1回「だんわ室」開設
・校外幹事会　箱根小涌谷「かながた箱根荘」

・会長に渡辺幸久氏が就任

・第53回定期総会開催(東京千住キャンパス初)
・小金井キャンパスに第2回「だんわ室」開設

・第54回定期総会開催(東京千住キャンパス)
・校外幹事会開催(伊豆高原)

・第55回定期総会開催(東京千住キャンパス)

・校外研修会開催(日光川治温泉)

●‾ヽ

・第56回定期総会開催(小金井キャンパス)

・校外幹事会開催(箱根強羅温泉)
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阜導l親妻姫「⑦書写⑦写単独判・峠写⑦寺平
¥「ご子羊　○芝上京碑唾書写〇号:車¥割出葉書∴S

O芝上身拙垂範三野⑦雪二号

¥引責子羊和事ミ年雪害割を長子を留ま単二狸垂

つり首二号¥「剖拙者蟹田′⑦尊号¥判尊号帽　乙
O芝華子普襲⑦害毒捷氾芋窪竜宮報
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O芝」_了⑦

牟雲上一助雅・蒔田′立へ単’軸学報妻蓮逆⑦害毒

顎¥利益者算誹　手首写詑雪害¥引垂拐　9
0乞土子⑦食を彰尋濃壁⑦害
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芝草二川首等日I)雪害エ「〒〉帽迎¥割与奪‥　9
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○芝上田霞‡

ユ(へ等つり写報う昨十4何重顎¥副審謂・峠寺　S
O芝阜轄新妻哲迎東亜嘉島

里・劉未申京平灘墓.輩輩¥羊は-雪害素案　乙

O乞上田悪の手車

顎エ〔へ等つり善報¥判書写¥尊号噌¥雪害∴誓L鴬

(功悪⑦嘉曽彰)
○芝薄田諸子

二〉墓土着夢8とま4暑¥利曽婆と圭∠∴L
〇号士若与奪のギ学田遭　9

〇号乙畢罰書写　9

0(呼号要旨報瑳丁¥即)団何歩09車顎二　ウ

〇号士蓋築潮湿羊等葛丁書

写¥葛主著尊号胆¥署丁雪害ユ「手首報　S
〇号I普孝義‥夢　乙

O芝王手土だ「判狙親⑦孝二車　掌9鵠

甜・童話†呈章・室塘・善報　童ウ壊

○〔へ革「単唾報う姦悪乾湿ギ学割素藷¥戴謙襲

¥利害馬帥端歌∩羊等曽寺荻・田遭・雪害景巷∴輩虻鵠

OY羊1亮宝澄逆立、

害毒顎¥ユY羊C二雪⑦無笹つ劫二号立直

羊学雑凝猛は頚・首軸凝⑦致嘉島壁嘉二幸灘蔓

草輩・独奏中京羊灘聾掌理¥割曽写帽劫
○芝王子胃貌葺⑦乾嘉島里嘉単三雛萱草

輩の羊等迎嘉出兵二幸緻萱草輩¥削首等萩
○芝王子吉葉車⑦迎嘉

義堂国東毅聾直写等迎嘉中濃謝凹¥致京葉

工二鵠劉聾¥塾未申護‥相国¥逝去叢エー鵠

劉聾¥効京葉工灘聾軍営¥塾′嘉義堂嘉二幸灘

聾掌理¥;致未申京平馳聾単音輩¥割百号甲
○芝埠の千首等帽割

高〕ギ学百害或¥曽寺ヨエ¥判百害⑦寺:車　三芳ウ轄

曹　　害　毒S第

〇を王子朗日工乙河童を土牛弊二他案

業垂⑦写普;致嘉半熟′聾掌理学芸¥「古妻カ、

習繋⑦貌畠エ「つり蓮専漆轟⑦主犯宮子百害
工ヰ弱′¥引固唾認耀⑦互軸曽写¥引写こ幸　三夢S影

的　　自　書乙党

○〉聾こI団;致嘉義堂・二束中京単轍墓掌理

丁「8「ウ上靴括割旦拝等¥囲碁草堂

要地繁華を半熟
¥つり田寺普乾嘉羊馳聖掌理　畳9血印西士

因本営脾草堂妾出薬毒を÷信幸、割孝二平　三菱乙鵠
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園乾嘉島里・未申京平駒墓掌理¥乱写車∴誓丁鵠
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和聖地堆籠重職千鉾雌琴　毒し党

哨寺号藩凹独嘉義堂・毒血京平劉聾輩輩



(会議の種類)

第10条　会議は、総会、役員会および幹事会と

する。

(総　会)

第11条　定時総会は、毎年l回会長がこれを招

集する。
2　総会の議長は、出席者より選出する。

3　次の事項についての決議および報告を行

う。

(l)役員の選出

(2)事業報告および決算の承認、会計監査

の報告

(3)事業計画および予算の承認

(4)幹事会で承認された幹事氏名の報告
4　総会で決議され善良告された事項について

は、第7条第l項ただし書きによる承認の

ほかは、校友会理事会に遅滞なく報告する

ものとする。

(役員会)

第12条　役員会は、役員により構成し、会長が

召集し、会務を審議決定する。

(幹事会)

第13条　幹事会は、役員、幹事により構成し、

必要に応じて会長が招集し、会務を審議決

定する。
2　会員より推薦された幹事の承認を行う。

(決議)

第14条　総会、役員会および幹事会は、出席人

数を以って成立し、その決議は、出席人数

の過半数をもって行う。ただし、会則の改

正についての決議は、出席人数の3分の2

附　則

l　本会則は、昭和35隼4月17日より施行する。

2　昭和46年5月15日

昭和47年6月27日

昭和50年6月7日

昭和56年6月27日

昭和57年6月26日

昭和60年6月22日

平成4年6月20日

平成9年6月21日

平成14年6月15日

平成16年5月15日

平成17年5月14日

以上の多数をもって行う。

第6章　委員会

(委員会)

第15条　会長は、業務遂行上必要あると判断し
た場合、幹事会の承認により、委員会を設

けることができる。

2　委員会の委員は、会長が選任し、幹事会

の承認を得るものとする。

3　当該委員会を開催した都度、会長にその

結果を報告するものとする。

第7章　会　計

(経　費)

第16条　本会の活動費用に充てるための経費は、

校友会から交付された資金をもって充当す

る。

2　諸会合に要する経費は、その実費を会員

から徴収することができる。

(事業年度)

第17条　本会の事業年度は、毎年4月l日に始

まり翌年3月末日に終わる。

第8章　会則の改正および委任

(改　正)

第18条　この会則の改正は、総会の決議を経て

行う。

(委　任)

第19条　この会則に定めるものほか、必要な事

項は幹事会の承認により、会長が別に定め

るものとする。

第6条第4項一部改正

第6条第l項一部改正

第13条第1項一部改正

全面改正

第13条第l項一部改正
一部改正

一部改正

一部改正

第6条第三号一部改正

全面改正

第8条第3項削除、第Il条の変更、他一部変更

平成20年5月10日　一部改正(第7条名誉会員を会長に、第10条会計監査追記、他)

平成22年5月15日　全面改正(幹事を幹事会で承認出きるよう会則の改定を行い、更に細則の多くを本会

則第7条に取入れた。また、会長は、新会長が選出された時点で、幹事を降りなければならないが、副会長・

会計は、各新役員が選出されても幹事を継続する)

平成25年4月1日　全面改正(一般社団法人東京電機大学校友会の設立の登記の日から施行)

平成25年4月27日　会計2名に訂正および会計監査(2名)の追加

平成26年5月17日　役員の明確化、総会議案についての決議および報告の明確化
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Y　車　両三　重輩∴∴暑封墓±煤 

(聖堂王手)　男繋　日⊆甘〔車8乙甜去 

凹一首重叢艶

C阜葺剖丁「由「却動〉苗王宮狂〇三t「葺主君斗¥1亡で宮コ

壷半⊇惜繁華寺単独、吉帯⑦国是、有半宗⊇1叢判事管轄観、車掌

二色革拘丁「由

「幻馳〉奇利⊇1畿業苦⑦析童嘉義認博京樽準当、灘立脚⑦(鞘)一子i

十で全くとエペ耳「軍手井草¥1聾葺き“申、1「刊箪壷羊“回も
○耳「葺や立γ鞘老輩辞⑦韓割を重出⑦単票帯を王

朝葺き立普再革命難、g上蔀⑦申開二伸半年⊇-輩駄⑦翼常呂、ユ⊂ネ
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〔半.葺ヽ1苗キネコ耳母子曇狂隼主上を首⑦茸皇¥主上

を七聖、主立湿マフ芝阜〉喜平年嵩善吉¥とノ丘古事〇三I「葺在学⊇I

ネコを上身繋立とレム孝吉半在回一子とノ丘ウ∀伍昭地毛、判「単

附」郵閏雛⑦妊須士抽斗「軍手ユ「妻耗立とノ丘舶¥輩河「i士膨

樫∴謬∴叢∴蛾



「若者の像」は、河部先生のレリーフをもとに、同窓会・学園・

生徒会により制作されたもので、現在、小金井キャンパスの
グランドに設置されている。

<中学校・高等学校案内図> <校友会案内図>
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東京電機大学中学・高等学校同窓会　〒184-8555　東京都小金井市梶野町4-8-「tel:0422(37)644「(代)
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東京電機大学校友会　〒「20-855「東京都足立区千住旭町5番　東京電機大学「号舘2階teIこ03(5284)5「40
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